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あらまし 近年，ブログやホームページ上に企業の広告を掲載する成功報酬型広告（アフィリエイトプログラム）が

盛んに行われている．アフィリエイトプログラムにより，個人が手軽にWeb上で紹介したい商品の情報を掲載できる

ようになった．一方で，広告収入を目的としたスパム（アフィリエイトスパム）が問題となっている．先行研究では，

アフィリエイトスパムに関する研究は行われているが，実際に個人のWebサイトでどのような広告活動が行われてい

るかは明らかではない．本研究では，アフィリエイト識別番号（アフィリエイト ID）に着目したブログ上での広告活

動分析アプローチ (アフィリエイト ID特定分析)を提案し，アフィリエイト ID単位での記事数，掲載商品数，商品

ジャンル，ブログ数を調査するアフィリエイト分析支援システムの開発を行った．
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Abstract In this paper, we report analysis results of affiliate marketing on the Web. Recently, affiliate programs

such as Rakuten affiliate and Amazon associates program became popular on various web sites including personal

blog sites. By using affiliate programs, blogers and webmasters can easily add advertisements on their blog article

and web pages, and people who access to these pages can find products related to contents those web pages. Our

aim to find the state of affiliate marketing on the web; how many people incorporate affiliate programs into their

web sites, what kind of products they sell and how much do they sell those products.
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1. は じ め に

近年，ブログやホームページ上に企業の広告を掲載する成功

報酬型広告 (アフィリエイトプログラム) が盛んに行われてい

る．個人が手軽にWeb上で紹介したい商品の情報を掲載でき

るようになり，今までのようなメーカや販売店からの商品情報

だけでなく，利用者の商品レビューなどを簡単に得られるよう

になった．一方で，アフィリエイトプログラムにより，個人の

Webサイトまでも広告媒体として広く認知され，広告収入を目

的としたスパム (アフィリエイトスパム)が問題となっている．

我々はアフィリエイトスパムのフィルタリングを目的とし

て，アフィリエイト識別番号 (アフィリエイト ID)に着目した

分析アプローチを提案する．先行研究 [1] [2] でのWeb ページ

やWebサイトを基準とした分析手法では分析できない複数の

ブログサービスにまたがったアフィリエイタの分析や，掲載商

品を調査するWebシステムを開発する．これによって，今ま

で明らかでなかったアフィリエイト空間の分析を行う．

本分析では，アフィリエイト ID 単位での分析となるので，



図 1 先行研究の分析手法とアフィリエイト ID 特定分析手法

Webサイト単位では特定することが難しかった複数のブログを

管理するアフィリエイタの商品傾向や、商品ジャンル，価格帯

も調べることが可能となる．

本論文の構成は次の通りである．2.で先行研究の分析手法と

我々の提案する分析アプローチを示す．3.でシステムの説明を

行い．4.で実際にシステムを利用した分析事例を紹介する．5.

で考察を述べ，6. で本論文のまとめと今後の課題について述

べる．

2. 先行研究の分析手法と本研究の分析手法

2. 1 先 行 研 究

アフィリエイトスパムのフィルタリングに関して，長谷 [1]ら

の研究では 2つの分析が行われている．(1)ブログ内に含まれ

るアフィリエイトリンク数の集計，(2) スパムブログとアフィ

リエイトプログラムとの関係性の調査である．長谷らの分析結

果では，1つのブログ内に含まれるアフィリエイトリンク数が

多いほど，スパムブログ (Splog)である傾向が高く，アフィリ

エイトブログの半数がスパムブログであると報告している．ま

た，スパム割合が 90%以上のアフィリエイトプログラム 5社の

存在を報告している．

Wang [2] らの研究では，スパムサイトから広告主に至るま

でのトラフィック分析を行っている．アフィリエイトスパムの

ネットワークが，

• 第 1層 Doorway

• 第 2層 Redirection Domain

• 第 3層 Aggregators(プロバイダ)

• 第 4層 Syndicator(ASP(Affiliate Service Provider))

• 第 5層 Advertiser(広告主)

の 5階層に渡っており，Doorwayと Advertiserが多く存在し，

Redirection Domainと Syndicatorが少なく，Aggregatorsが

さらに少数であることを示した．それが 2つの漏斗を上下逆さ

まにして繋げたような形となることから Spam Double-Funnel

モデルと名付けている．この各階層において頻出するドメイン

の統計分析を行っている．

斉藤 [3]らの研究では，ブログ中の商品紹介記事を収集し，ア

フィリエイトの有無によって，言語表現に異なる特徴が現れる

か検討を行っている．この結果，アフィリエイトのある記事に

は，書き手の意見や印象を強調する表現が多く現れていること

を報告している．

2. 2 本研究におけるアプローチ

図 1に我々が提案する分析手法を示す．本研究ではアフィリ

エイト ID特定分析に基づき，アフィリエイト空間の分析を行

う．アフィリエイト ID 特定分析とは，ASP(Affiliate Service

Provider)（注1）から登録ユーザ各々に付与される独自の ID(ア

フィリエイト ID)をブログ記事等から抽出し，アフィリエイト

IDを単位として分析する分析手法である．

先行研究では，1つのウェブページやウェブサイトを分析対

象とし，そのウェブページのドメインや利用するアフィリエイ

トプログラム，掲載する広告主といった縦の関係のトラフィック

分析 (ブログサイト毎の独立した分析)を行っていた (図 1(a))．

これに対し，我々の提案するアフィリエイト ID特定分析では，

先行研究のトラフィック分析に加え，アフィリエイト記事に含

まれるアフィリエイト ID を用いて情報発信者 (アフィリエイ

タ)を特定する (図 1(b))．これにより，どのアフィリエイタが

どのブログで広告活動を行っているのかという情報を得ること

ができ，アフィリエイトスパムに見られる同一のアフィリエイ

ト IDを用いた複数のブログサイトにまたがるスパムを特定で

きる．この結果，従来の分析方法では得られなかった横の関係

の分析 (アフィリエイト ID からブログサービスが異なるブロ

グサイトであっても，同じユーザのブログとして分析)も可能

となる．

我々は，アフィリエイト ID特定分析に基づき，アフィリエ

イトスパムの分析を行った [4]．その結果，アフィリエイタが管

理するブログサイト数においてスパム，非スパムで顕著な差を

示し，スパムでは複数のブログサイトを管理するアフィリエイ

タが 67.9%，非スパムでは 4.5%であることを報告した．

本論文で提案する分析アプローチでは，1つのアフィリエイ

ト IDを 1ユーザとみなす．アフィリエイトでは通常，継続的

（注1）：アフィリエイトプログラム提供会社．広告主と広告掲載主との間にいる

中間業者である．



図 2 アフィリエイト分析支援システム利用イメージ図

に実績をあげていると紹介料率（注2）が上がるなどの優遇措置が

ある [5]．このことからユーザは 1つのアフィリエイトサービス

に付き 1つのアフィリエイト IDを取得している可能性が高い

と考えられる．例外として，Amazonでは，1つの IDにつき

複数のトラッキング IDを利用することができ，複数のアフィ

リエイト IDの収益を 1つのアフィリエイト IDにまとめるこ

とが可能である．

2. 3 アフィリエイト IDに着目したアフィリエイタ検索

アフィリエイト空間分析のために，アフィリエイト ID特定

分析を用いたアフィリエイタ検索を提案する．本システムに求

められる要件を以下に定義する．

(1)一般アフィリエイタとスパムアフィリエイタの活動比較

　一般アフィリエイタとスパムアフィリエイタで広告掲載活動，

掲載商品にどのような差があるのかの比較を行う．比較のため

に，商品の価格帯，商品カテゴリ，商品ジャンルを解析する機

能が必要である．

(2)人気アフィリエイトサイトに共通する特徴の分析

　人気のあるアフィリエイトサイトに共通する特徴があるのか

分析を行う．人気のあるブログサイトの URL を登録すると，

記事を全て取得し，解析する機能が必要である．

(3)複数 ASP利用者の使い分け

　図 3にイメージ図を示す．複数のアフィリエイトプログラム

を利用するアフィリエイタはどのような使い分けを行っている

のかの分析を行う (例：Amazonでは，本，音楽，DVDを主に

紹介し，楽天では，食品，アパレルなど．)．複数のブログサイ

トを管理するアフィリエイタのブログサイトに，他のアフィリ

エイト IDを見つけた場合は，その 2つの IDを 1人のアフィ

リエイタとして解析する機能と Amazon 以外の商品分析を行

う必要がある．

(4)アフィリエイタの時系列分析

　スパムアフィリエイト IDはどれぐらいの期間利用されてい

るのか，また，アフィリエイトスパマを 1週間，1ヶ月，1年と

いうスパンで観察することによって，どのような活動 (掲載商

品のジャンル，価格帯，掲載頻度など)を行っているのか分析

を行う．このためには継続的なデータ取得と解析，また記事投

稿間隔を調べる機能が必要である．

（注2）：アフィリエイトから商品が購入された場合に，広告掲載主に販売額の何

%を支払うかを決める値．

図 3 複数 ASP 利用者の使い分けイメージ図

図 4 ブログサイト間のリンク解析イメージ図

(5)ブログ記事の本文分析

　ブログ記事の本文抽出を行い，記事本文に広告に対するレ

ビューがあるのか，それともコピー＆ペーストなのか内容分析

を行う．また，本文抽出によって，広告が記事本文にあるのか，

それ以外の部分 (サイドバーなど)にあるのか，おおよその広告

掲載位置を調べることが可能となる．

(6)予約商品の分析

　人気商品をいち早く紹介するアフィリエイタはどういったア

フィリエイタなのか (人気，一般，スパム)分析を行う．記事更

新日と商品発売日の差分を取ることによって，発売前から商品

を紹介しているのか調べることが可能である．

(7)ブログサイト間のリンク解析

　図 4にイメージ図を示す．図 4(b)のハムとは非スパムのこ

とである．Web上においてアフィリエイトブログがどういった

リンク構造をしているのか，リンク解析を用いて分析を行う．

目視では，1つのアフィリエイト IDで約 150のブログサイト

を管理し，自分が管理するブログサイトに相互リンクを貼って

いたアフィリエイタの存在を確認した．

本論文では，この中から (1)の一般アフィリエイタとスパム

アフィリエイタの活動にどのような差があるのかを比較するた

めの機能を実装した．

図 2 に検索イメージ図を示す．利用者はアフィリエイト

ID(URL，商品名でも可) をクエリとして，ブログサイト，掲

載商品を検索することが可能である．この検索により，そのア



図 5 システム構成

フィリエイト IDが存在するブログサイト，今まで扱ってきた

掲載商品，掲載商品カテゴリ，ジャンルを得ることができる．

これによって，アフィリエイタがいつどんな商品をどのように

紹介していたかが分かる．例えば，アフィリエイトスパマが大

量に記事を投稿している場合，その記事にあるアフィリエイト

は全て同じ商品であるのか，または，ブログサイトによって掲

載する商品を変えているのかなどがわかり，アフィリエイトス

パムの活動内容の分析が可能である．

3. アフィリエイト分析支援システム

3. 1 分析データ

分析データとして，ブログサービス運営会社 8社（注3）から取得

したブログ記事を利用する．提案システムはブログサービスか

ら配信される RSSファイルを定期的に取得し，そこから新着記

事のURLを抽出し，ブログ記事を収集する．クロールは 1日お

きに 0時，12時，23時台の記事を取得している．また，取得し

た記事から HTML内にあるリンク，HTMLタグ情報などを用

いて，ASP13社の（注4）アフィリエイトプログラムの記事数を集

計し，その中でも記事数の多かった上位 3社として，Amazon

アソシエイト (以下Amazon)，Google AdSense(以下Google)，

楽天アフィリエイト (以下楽天)のアフィリエイタの選定を行っ

た．今回の分析では，商品分析は Amazonだけとし，商品情報

取得のために Amazonを利用する記事から Amazon独自の商

品識別番号 ASIN(Amazon Standard Identification Number)

を取得し，AWS(Amazon Web Services)に問い合わせて商品

情報を取得する．

3. 2 システム構成

図 5にシステム構成を示す．1台の計算機を用いて，Ubuntu

9.04, MySQL 5.0.75, Apache 2.2.11を利用している．提案シ

ステムはWeb から毎日ブログ記事を収集し，そこからアフィ

リエイト IDと ASINの抽出，問合せを行いデータベースに格

（注3）：Ameba, fc2, JUGEM, livedoor, Seesaa, Yahoo!, ココログ, ウェブ

リブログ

（注4）：A8.net, AccessTrade, Amazon アソシエイト, DMM, Google Ad-

Sense, infocart, infostore, infostyle, LinkShare, Store-mix, TrafficGate,

ValueCommerce, 楽天アフィリエイト

図 6 アフィリイエイト ID 検索結果画面

納している．2010年 1月時点で，アフィリエイト記事約 10万

件，商品件数約 8万件のデータが蓄積されている．

4. アフィリエイト分析支援システムを用いた分
析事例

アフィリエイト分析支援システムを実際に利用した結果を，

システムの出力画面と共に説明する．図 6にアフィリエイト ID

をクエリとした時の出力画面を示す．出力画面はメニューバー，

商品一覧ジャンルテーブル，記事一覧テーブルの 4つのブロッ

クに分けられる．メニューバー部分ではブログサイト一覧がド

ロップダウンメニューになっており，クエリのアフィリエイト

ID が管理しているブログサイトを一覧で表示し，ブログサイ

トを基準とした分析結果を表示するページにリンクされている．

価格帯一覧では，クエリのアフィリエイト IDが管理するブロ

グサイト全ての商品数，最高値，最安値，平均価格を表示して

いる．商品カテゴリ一覧では，アフィリエイト IDが扱っている

商品ジャンル上位 10件と商品カテゴリ (例：本，音楽，DVD)

から商品ジャンル (例：ミステリー，J-POP，アクション)まで

をパスとして表示している．記事一覧では，ブログ URL，記

事 URL，商品 ID，商品名，記事更新日，記事取得日，ASPを

表示しており，どの記事でどの商品が紹介されているのかがわ

かる．また，列毎にソート機能が付いているので，記事更新日

でソートすることによって，同時間帯に複数のブログサイトに

記事を投稿しているアフィリエイタの分析が可能となる．

7つのブログサイトを管理するスパムアフィリエイト IDを

クエリとし，本システムで分析を行い，従来研究での分析手法

と提案するアフィリエイト ID特定分析での商品ジャンル分析

の比較を行う．図 7に従来研究でのブログサイト毎 (7サイト

の中から 3サイト)の商品ジャンル上位 10件の結果を，図 8に

アフィリエイト ID 特定分析でのアフィリエイト ID 毎の商品

ジャンル上位 10件の結果を示す．従来研究では，複数のブロ

グサイトを管理するアフィリエイタのブログサイトであっても，

1人のアフィリエイタによって管理されていることを特定する

ことが難しく，ブログサイト単位で独立して分析を行っていた．

図 7からブログサイト単位で商品ジャンルの分析を行うと，ブ

ログサイトごとで商品ジャンルに統一性が見て取れる．提案手



図 7 従来研究：ブログサイトごとでの商品ジャンル分析

図 8 提案手法：アフィリエイト ID での商品ジャンル分析

法のアフィリエイト ID特定分析では，アフィリエイト IDが管

理するブログサイト (今回は 7 サイト) で扱っている商品をま

とめて商品ジャンルの分析を行っている．図 8のアフィリエイ

ト ID単位での商品分析を見ると，おもちゃ＆ホビーから科学・

テクノロジーまでと商品ジャンルが多種に渡っていることがわ

かる。また，図 7それぞれの上位にあるヘルス＆ビューティー，

おもちゃ＆ホビー，科学・テクノロジーが図 8にもあることが

わかる．これからこのアフィリエイタは複数のブログサイトを

管理し，かつブログサイトごとに商品傾向を変えている可能性

が考えられる．

5. 考 察

本分析手法を用いたアフィリエイト分析支援システムで行っ

た分析により，ブログサイト毎に掲載商品ジャンルに統一性を

持たせるアフィリエイトスパマの存在を確認した．目視で，7

つのブログサイトを確認すると，ブログサイト毎に 1つのキー

ワードに沿って記事や広告が掲載されていた．予備実験では，

スパムアフィリエイタの方が，商品ジャンル，価格帯の幅が広

いという結果を確認している．今後，定量的な調査を行いア

フィリエイトスパマに共通した広告掲載活動があるのか分析を

行う必要がある．

6. お わ り に

本論文では，個人のアフィリエイタがWeb上でどのような

広告活動を行っているか分析するために，アフィリエイト ID

を用いてアフィリエイタを特定するアフィリエイト ID特定分

析の提案とアフィリエイト分析支援システムの開発を行った．

アフィリエイト IDに着目し，分析することによって複数のブ

ログサイトにまたがるアフィリエイタの分析と掲載商品のジャ

ンル分析が可能となった．今後の課題としては，ブログサイト

間のリンク解析，広告掲載位置と本文内容を確認する為に，ブ

ログ記事本文の分析とブログ記事を本文と付随情報部分に分け

ての分析が必要である．
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